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ぐ
ギ
′ギ
01(′
00

′ロギ
0′
|ヾ1目
′00

′曖
‖
|く

′
|く
ll′
00

′
|(目
目
′
10目
′00

′
|||(0′

|‖
1(′
00

′目く
1(′
目
|||′
00

′
01ギ
′
1(01′
00

′
llll押

′く
|‖
′00

′くく
早
′000′
00

′
1111ミ
′目
011′
00

′
001(′
‖
|く
ギ
′00

′
0‖
1(′
目
‖
R′
00

′目
00′
|(‖
lli′
00

岬
00′
000rOc



ヽ
||

]I:Iミ
  |

く
R′
ミ
＼

く く
′K＼

押
0′
Rヽ

iC10′
K＼

1(ギ

′目
は

10′
ON

く
||′
K＼

ミ
ギ
ギ
ミ

目 目
′押ゝ
ヽ

押
押
′
||ゝ

―旦ｌ
ｏｏｌｌ明劇当‐厠

‘ ＩＩＩЩＩ咽酬―劇‐劇‐
ｏｏ ｌ調判

‐ヽ，，′ ―躙―

一

．響　一
一
劇日『‐蜘鰤側淵欄欄『淵

颯一岬Ｋ酬陶幽閥岬脚脚畷剛 一　１　　　　　　　　　　　　　　１　１，

一

い　一
一

瓢　副　瓢 副副０副瓢

脚縦

輔

岬醐

鰈

鼎

熙

∬　　跡

坤笏駆嘲嗜岬幽脚　蔽

“

一
倒剛］

』

置鷲

冊脚』

釈

回

聯ぐ畔騒虚ヽ回脚』田回Ｈ∞駅６諄「∞∞口Ｋ圏

蟹
黒
‖
+や
き
畑
奪
要
《
温
部
く
条
黙
幅

田
晨
11+く
鱗
||1駅
111キ
1回
駅
側

‖‖岬
′‖
目 目
′‖
‖‖
′

口
|||′
目
01(′
‖く
1′
目
目

鰈〇脚

雷
黒
||+や
よ
畑
奪
試
伽
権
lplヨ
条
黙
幅

盟
′
llく
′
111′
||‖
′
邸
側

冊
騒

凪
ト

Ⅸ
巡
 
邸

卜
紙
眠
懸

く
0′
岬ゝ

K‖
′同 ＼

ギギ
‖ゝ

ギ‖
′‖ゝ

KI知
＼

甲
R′
ON

岬
‖
′‖ ＼

目゙
′FS

‖
‖
′‖ゝ

く
‖
|′ ON

無ⅨⅧ釧無�圏無Ⅷ硼徹　硼

収　　　１　　１駅Ｋギ　網

満Ｊ橘稿鰤・． ‐渤糀馘魃魃「『

脚　仰Ⅷ帥　岬剛曲閻卿　嘲
目
′
曇
虜
Qα
ttQ条
暉
越
03V

曇
ば
O却
継
QttS頓
鱈
Q挙
黙
量
lヾlR4 0 ttS p tt S都

ね

べ
則 E桶

趨
瑚
◇

編
朴
瑯
達
駅
ぐ

朴
1部
期
退
瑯
墨
駅
◇

哄
欄
朴
郷
Ⅸ
 AEl瓢

置
置
 
癖
 
締
瓢

箪
駆
輔
ぐ

悧
♯
翌
標
瑯
墨
癖
器
駆

よ
柳
咄
K職
翌
冊
Ж
剛

蛾
欄
■
・
Fi./照
遮
跡
鼎
瓢

釈
胴
鰤
鼎
瓢

眠
唱
羅
刑
llT潔
瓢

働卜ＯＨＯ
騨ぐ蝶騒虚．　回製回Ш［∞駅Ю諄め∝回Ｋ田肛　崎Ｎ



。デｋ　中

一∞〇召〇

仁
雪
黒
||+や
よ
側
QttSQ遜

部
条
黙
曇
要
照
Q ttS鰯
鳳
懸
越
燿
Jく
○
′
1く
ヽ
P粗
せ
赳
回
熙
Qベ
ギ
′
1く
、
塁
蠣
」
VIや

ヽ
ぎ
卜
JV碑
S樹
卜
′
●
嗅
せ
き
き
目
駅
+や
口
Q峨
轟
IEQ KK越

蝙
Ю
Sヽ
部
Qミ
Q′
鰯
鳳
懸
里
覇
仏
Ю
都
部
Q扁
く
E後
顎

卜
JttQptts都

ね
0

騨ぐ蛾磨虚中Ш暖回ШＨ∞駅Ю静“Ｎ腱終田

鰈
紳
輯
虞
:Ⅲ
糾
騨

禅
建
欺
世
押
嘩
ば

|

術
lぐ
願
響
懸

中
確
珊「
恵
算
騨

目
||「
01(げ
0や
H

||‖
|

ギ
0く
プ
‖
|||

||11く
日
早
'01で

掟
麟
畔
く
鳳

臓
 II繊
藩

1(00″
|ギ
早
く

|11(■
組
041維

し　　　

一
¨

一　一 一
一

一

L求
こ
壷
む
韓
看

く
湘
3

盟
晨
||十
や
購
韻
唱
戦
鰯
鳳
塁
碑
螢
Ю
曇
郷
Q駆
鸞
条
黙

凪
 
熙
 1冨
覆 
く ユ
| 
ま昌
昼
椰
溶
撫
轟

一ドく　中
日．∞一ＨＯ

③毘くロ

引無配
障障翌く

||IK巴

1′
‖
‖
|

く
||

ロギ
ll

l ll目

KIIく

111′
く
||

1夕
le‖

|′
目
ll‖

11111

1′
ll‖
ぽ

||′
く
|

|夕
|10

1′
KIII

lく
′く
目
目

‖

′

1

1′
0

1′
‖

0′
|

―

|||

「‐呵

四縦跳懸凶

騨ぐ哄膵虚¨

癖黛IIB

基

黙黙

世
尽

冊
 
黙黙

華
縦
響
黙

t尽
撫
黙

よ
要
誕
暴
V後
/Ю

<  
黙
  
黙

網
目
(心
ぐ
黙

(   
縮

璽
螂
毘
名
Ю
黙

回幽回　回認駅Ю鱗震黒田　卜∝



雷
黒
||+や
貯
畑
楼
S謳
墨
条
黙

(圏
黒
ll十
く
鱗
||1駅
《
圏
側
)

暇
繁
卜
鳳
轟
 |

く
築

轟
く

婆

毅蛛
К
騒

|

∞ごｋ　申

銀∞ＯＨＯ

騨ぐ哄騒戊皿幽田　皿〓駅Ю鱗震晨評

和

椰黛く網皿悪粟鳳

螂

目
(ぶ
d

癒
 
冊

凶

潔
 
響

蒸
 
撫

運
拓
Ю
黙

ば
  
黙網

幽
 
昼

濯
 
瓢
 
黙

ミκ tt K黙

経
 
畢
 
黙

肥
  
朧
  
黙

降
編
組
騒
世
黙

Kヽ
悪
騒
黙

< 
 
緊
  
黙

λ
 
黙

国
  
黙

憮
回
黙

製
輝
黙

ギ
ロ
′‖ ロギ
000

1‖
′
ll10′
000

11′
1(l10′
000

K‖
′目
Kギ
′
|

“押Ю劇釧α眠≪Ⅲ　押畑棚牌択

肥

昼昼燃黙昼尽経黙黙

世

四　来　限
コＲ

副
1目
′
K10′
卿
目

|IKl(′
く
|ギ
′
II目
‖
|

f′
‖
1011′
000

ll‖

′目
01′
000

肥
‖ 副
1知
ギ
|1鯛
|‖

|10K′
くく
‖
|′
ギ
ロ
|

‖
′
llく
ll′
llく
R

140′
ギ
||ギ
′く
Rギ

巴
く
||′
lf甲
′
1(1(||

‖
く
′ξ
lll‖

′
1(111

‖
|′
岬
11(′
ギ
||

目
′
1(ギ
|||′
1011

10′
く
押く
′く
|(0

1′
く
10′
|ギ
K

l′
1(|‖
′
|||く

く
′
ll‖
|(

目
運

蝶饗照即胴

□一

1′
0001

「
∽叫
Ю『
∞
q

‖
0′
00q

l夕
00d

r∞
J

刺

酬
釧
翻
1

11′
1(《
く
′く
|1目

|′
011目
′岬く

|

R′
||くく

‖
|′
01(目
′目く

||

目
1(‖
′
||く
目

l‖
0′
f‖
岬

|||′
0‖
K

III(′
0ギ
‖

゛
′ギく
1(

|�
由

属
淵

くくくく

IK′

目‖
′|′|′

，
ｖぐ　　中

∞∞ＯＨＯ

1岬
1(′
RIく

1‖
目
′‖
||く

1(10′
01く

|10く
夕
|||く

|口
||′
01く

一
一―酬「調判劇
０１‐――「
‐「ュ ー判

（（ Ｉ
ＵＵＩＩ洲Ⅵ洲判‐測「
‐‐‐ノ ‐岬‐‐昭「、

一ｒｒｒｒｒｒ　ｒ　　Ｊ

撻　コ終

″　製　崚撫　く　　ぐ

騨ぐ蝶騒虚．田理肛　回認駅Ю鱗震晨田　ｏ”

目‖ く
′
||く

1や
‖
′く

譜
晨
||十
く
せ
Ц
ttS越
03ロ

州
経
雨
輯
塁
OSV

雪
晨
||キ
く
さ
側
わ
鯨
駆
褒
塁
細
⌒
樹
JV壼
´
終
雖
悩
釈
戦
郎
Q瀾
鐵
Q択
瓢
悪
翠
測
Щ
爛
憮
製
淑
越
眠
却
国
モ
測
JV響
報
部

Jミ
S測
俸
ハ
樹
JV熙
恭
羅
報
鞭
鋼
Q憮
製
″
LE‐
(ぐ
洲
Q騨
駅
′
鼈
製
盤
謝
Q釈
瓢
′
《
釈
銅
眠
Q騒
翠
ρ
掛
飾
暉
翠
撫
や
Q

嗽
串
恭
量
Qぶ
欄
′
慨
釈
撼
佃
Q緊
嵐
″
べ
tlE Q駆
獣
′
艘
懸
眠
部
利
用
聡
絡
部
Q撃
縦
′
相
壁
雲
熙
O tll選
″
黎
ヨ
編
く
椰
釈
Q

目
′

騒
ざ
郎
択
蹄
固
刊
罐
ぐ
阻
削
司
倅
涎
選
終
圏
即
却
図
S99・



ｏ∞　く　中

一伊一ｒ

ヽ『鱒輌可齢

眼
|′
楼
銀
巡
Q麒
瀾
条
騒
越
閣
モ
lE「
辮
Q郷
嶺
赳
脚
釈
像
里
薫
襦
J薇
総
選
終
燿
眠
塁
同
長
相
劇
VJ測
測
JV準
駆
Q総
堅
Q

ミ
習
塁
黙
Q′
ρ
9V銀
怒
Q型
爛
彗
脚
区
Ю
°

紙
‖
″
駅
に
Q継
事
″
件
蠍
感
と
ぐ
羅
畑
延
騨
終
=塁
障
藤
維
脚
陣
鵬
や
6戚
′
纏
撻
量
皿
卜
響
像
羅
楓
謳
畑
《
塁
維
肛
I PttЮ

後
′
壺
鮭
せ
胆
Q眠
畑
J脚
週
ν
駐
Ю
Qp鰯
嶽
終
壌
Q絡
越
州
咽
S理
せ
雨
駄
Q駆
ヽ
Nに
い
。
測
°

繊
ll l 
凝
毬
Q ttN越
選
(′
卿
R侭
壼
Q漏
気
脚
国
心
′
♯
里
軽
駆
朧
陣
駆
壼
卿
択
固
螺

紙
目
′
t巡
纏
理
塁
OSV煙
叫
量
選
越
障
墾
雄
却
に
S′
に
ぶ
Q躍
燕
司
器
鮮
QEJ脚
因
ム
ミ
V響
像
椰
淡
昼
Q纏
ぐ
理
に
S

に
ぶ
薄
鍵
Q駆
Ⅸ
ギ
塁
熱
QЮ
司
氷
塁
藤
Щ
量
O S Vρ
ttQ陣
鵬
塁
欄
V帥
翼
翔
Q藻
輻
響
叫
脚
印
い
Ю
 Q PttЮ

後
′
盤
錮

鸞
緊
節
Q報
幽
脚
鍵
ハ
′
《
Щ
Q終
籍
釈
廼
1典
悪
ギ
JV藝
Щ
製
懇
量
響
曇
」
終
SJ測
°

翡
目
 
薇
嶽
ぐ
せ
Q毒
量
侭
く
凝
緊
帯
S翠
北
JV′
雪
晨
||+押
き
赳
パ
れ
鰯
嶽
脚
畑
里
即
Q tt J測
°

ハ
JQ快
な
O欄
曼
纏
組
里
典
SV曇
′
都
拳
運
KF―
や
Q理
型
欄
V癬
淡
選
緊
駆
司
Sミ
」
都
JV唖
葉
バ
颯
鯉
棄
′
氷
郎
襲
ぐ
尽

セ
ぐ
′
曇
駆
鄭
咽
ぐ
騨
畳
翼
湘
響
1嘔
J撃
熙
組
攣
や
十
日
lm《
R配
′
困
世
籍
罫
黙
戯
椰
縦
駆
壼
罫
#駆
回
世
蓉
鳳
築
KK製
帥
Q

ミ
QI連
響
運
壊
終
観
Q曼
む
″典
共
和
轟
1=き
駆
誕
盤
Q懸
脚
権
→
ね
Ю
U利
司
DVII攣
目
H―
lm《
RE′
都
ミ
《
採
跡
釈
駆
塁

OSy壼
ポ
ゆ
此
爵
IEく
べ
駆
聾
Q叶
畷
lRNN唱
邸
ポ
選
測
」
VJ戚
築
襲
憮
|!1攣
111+く
Im《
RE′
や
Q翠
《
氷
跡
靭
紅
量

壺
聾
1=せ
盤
鯉
掘
測
JVキ
1湮
|||十
く
lm《
iiR Eく
コ権
+目
攣
や
十
や
に
《
R霊
在
JJミ
Qp総
S都
い
°

K塁
く
せ
瓢
塁
9掏
都
JV煙
1騒
藝
Щ
越
典
Sν
《
辣
椰
器
憮
Q跡
熱
薫
憮
p枢
襲
い
Ю
 tt Q脚
ぐ
Q目
攣
目
十
肛
《
RE′
や

Q響
檬
細
Щ
伽
藤
嘔
雖
州
郡
邸
藝
Щ
Ⅸ
Ъ
奪
要
藤
Щ
繹゙
Q″
墾
嵐
駆
撃
懸
や
攣
目
十
や
陣
《
RE側
終
島
1=叶
側
蝙
SI攣

1く
ロ

《
RE響

1嘔
測
終
9ミ
Q p tts樹

ぃ
0領
欄
淡
慕
艇
藤
Щ
ttV O S 
ν
量
′椰
淡
濠
位
郡
郭
輝
Щ
運
熙
篠
(優
樹
測
終
Sよ
肛
Q眠

騨ぐ咲歴盤、
』Ш幽田　　皿［∞ЩЮ鱗∞Ｎ黒田

４　・

´ｒ　ヽ

い絆ぐ　　勲
酪∞〇召〇

騨ぐ蝶騒虚”回躙回　回Ｈ∞ЩЮ鱗∞習柊田　Ｈ∞

園
」
■
9■
終
sミ
o麟
軒
掟
小
ll lヽ
駅
雨
輯
判
Jν
日
湮
|||十
や
陣
《
RE脚
針
懸
圏
世
晒
禦
ぐ
判
JV権
→
Jミ
Qp総
森
榔

僣
°

K塁
楼
露
皿
Qに
ぶ
増
眠
憮
壼
熙
鮒
選
国
疑
選
終
駆
優
曼
黙
QIII煙
||十
《
R霊
や
Q響
1軽
に
饉
肛
量
燿
鯉
憮
′
ポ
綴
く
憮
′
曇

蕪
駆
静
壼
′
撫
中
ぶ
駆
盤
肛
脚
ば
報
く
捜
歳
量
轟
嚢
1日
き
側
誕
畑
判
」
VII湮
ぺ
十
く
lm《
R ttN瀧
J」
ミ
く
静
釈
緊
根
鰯
鳳
蹄

回
士
縦
κ
ttNぐ
0雷
黒
ll+く
む
畑
湘
椰
鰯
番
駆
懸
量
|||十
く
題
や
十
日
肛
《
R=司
艇
0ミ
Q,71S S都

ね
°



目銀寸①
´
一

緊　鞣
〇崎
″
せ卜∞
′
”

‥
Ｓｏ．∞卜　緊

ぶｏせ́倒

嶺ｔＸ鰹監題雄投釈

回

卜ヽ＼＼、、

Ｘ鷹田回φ鮮中緯瀾狐＝∞Ｎ罵露

＜　優

ポ”Ｊ∞

ぐヨ悩職田

ぷめｏ́一

編味

味
器

蛛ゞ

鎖

癬
‰

聯ぐ蝶田製Ш皿Ｈ∞駅Ю諄“Ｎ終即」

状ヾィ一　銀顎Ⅸ瀧
轟

ぷ０ごＮ

憮炊職犠欄

ｒ鳳Ｎせ０．一〇０。
そ卜∞
′
め

難
.

ご褒
・

〔氷欄田Ｅ佃）無出緯判摂計∞鋼回凝田

卜∞〇州〇

騨ぐII哄騒虚回壁Ш　回〓ЩЮけ震黒盟　∞∞



¶ぽｋ　申

∞∽〇召Ｏ

蟹
黒
||+く
購
掘
州
lib鰯
輔
(0111RII+べ

回
置
皿
機
ポ
)駆
陣

1潜
颯
邸
鰹
 1怖
豊
CI澤
照
塞
1製

1躍
虫
副
1理

駆
|や
O翠

1′
藤
Щ
迎
■
側
(伽
湘
訃
湘
)

1  
襲
  
饉
  
颯

ぐ
家
癖
撫
藝
颯

蝶
欄
朴
古さ
藝
画Ц

椰
溶
郷
胆
緑
唖

郷
佃
郎
唖
く`緑
颯

巾
岬
椰
EЩ
く`繹
颯

ll′
・最
佃卜
掘
Щ
計
茸
展
藝
Щ

‖
′
運
  
くF  
暉
   
駆

睡
ξ゙
Ⅸ
衡
卿
塵
菓

‖
(逸
躍
く
日
10と
0

蝶
駆
駆
錮
◇

1林
(|‖
11181‖
』
lЩ
撃
I雙
鵜
卜
11〈

鵜
朧
遮
欄
唖
則
恭
卜
制

咄
縦
郎
颯
硼
朴
削

爛
埋
K網

剛

く押
|′
101(

11く
く
′
||(‖

lllll′
岬
0111

11‖
く
′目
|‖

||||1押

′
K‖

‖ぽ
′岬
1(‖

|101′
く
颯
|

く
‖
|′
目
10

‐
ｏ

ｌ

　　　　　　　　　　　　呵

Ｊ判国「

―Ｉ
ＪΠ「
―１１１‐―――ｌ

ｑ

ｌｌｌｌｌ‐―‐―――――

|

‖ ‖
′岬 釧

|

脚
‖

岬¬ ‐
4い
■ヽ
´
■
レ
,11

騨ぐ哄磨虚

側劇Ⅷ‐‐‐‐ ‐Ч‐‐価「鯛「Ⅷ‐‐棚判刷躙祠判侃Ⅶ

Ｋ　　　網―＝　１０

１１１‐――卿

|||ギ
|(1111 

´

1ロ
ギ
R檸

|

1夢網

|‖
R′
||く
く

皿理Ш　　回認ЩЮ鱗震晨圏

1目
′
|110

111′
ぼく
||

‖ 押
‖ド
011目

1111′
く
0

IIIII′
ll l押

1‖
晨
′‖ ‖

|

10′
目く
‖

1111夕
|||く
く

||タ
ロ
‖
0

1‖
|‖

′
1011

ll′
||||く

||′
ll l目

111夕
1(||く

目
′岬
目
||

‖
′く
fl

llll′
押
押
|(

K′
0011

1『
||||||||

1‖
|′
||||く

‐Ｍ判―
‐‐‐‐′ ―明―――‐――――‐――調
‐‐‐Ｕ‐―
‐・， ‐
‐―――――月田―洲ⅧＩ川ＮＩ
Ｊ硼「‐‐詞明‐

―　　　　　　＝　＝　　眠　
――１０　馴　田

馴鯛「州剣‐‐‐く― ‐‐則‐劇‐剛側『‐酬‐

Ⅲ＝――――目颯∞

０１押α

ｌｌｌく＝　咆

――‐‐‐К岬ミ

ーー０

佃蜘‐――‐―

‐‐―‐‐‐く凹庶

瓢　側　剛瓢◇響

廻　銹　憮耐嘲

埋　誦　幽　　　Ｏ

測　牌　ヽ岬轟

駅　蝶　鯉ζ撻や

０∞〇＝〇
図
′
固
Щ
鐸
墨
邸
追
跡
器
瓢

目
′
ぐ
IK癖
冊
(側
(盤
V業
■
部
)

1く
′
轟照
《
1 lK ttK↓

R JK悔
部
鼎く
だヨ

押
′
<
バ
駆
璽
跡
淋ギ
瓢

く
′
蝶
選
側
0こ
さ
螺
紙
剛

べ
′
ゞ
O運
1郡
こ
趨
剛

騨ぐ蝶騒盤¨

口
1(‖

IIIII′
|1目
1(

|‖
|′
0日
‖

|||′く
ギ
ロ
′
l1011

ｍ理Ш　回扇駅Ю鱗鶏縛田　め∝



驚`
4

機

EIp

鵠
轟
||十
<叶
側
珊
鼻
中
餌
抑
C瓶
報
潔
羅
ぐ

一

・　　　　式〇′鉾Ｎ　　　一

・
扁

瓢曜↑漢　´
´

１１１上

回［∞籠ヽゆ鮮Ч∞Ｎ津ド田匹

ざｙ
＼

＼

里懸繋鮮

ぷ

懸

｀＼
、ゝ
、       

 ゞ l

塞 
バ
  
＼＼
＼
   
〇
  
繁
 =宝

重
)言

   
葉
醤
轟
蒙

竜
 /4k・

4i■
雑
幕
辮

櫛覇暉わ欺〓淑鱗窯

駆昭キ票
　一

ド〇ごＮ

ゞ
挙

Ⅲ
意
綱
寸

申
司働準釧軌嚇　ぐ
哄　歴　戯．　　Ш理Ш　Ш〓駅Ю辞震晨盟　卜∞



い
ょ

∞〇
∞

鳩
"
Ok

騨ぐ哄磨虚 中

ぐ
巡
Q眠
畑
J

盟
黒
H+く
叶
畑
州
膠
鰯
嶽
壼
K印
ヽ
■
Q司
典
S pttS樹

ぃ
後
″
ぐ
輝
剌
ミ
脚
陣
ヽ
ヾ
ρ
QttD V壼

田
晨
11+や
貯
楓
塙
S

N紫
緊
製
7NJミ
回
回
鯉
椰
漱
頓
壇
ぐ
′
旨
禦
楓
Щ
唖
棄
駆
ぐ
悠
と
鋼
中
Q総
総
選
繁
瓢
料
等
星
や
Q導
1理
に
S憮
詐
後
総
Ю

Qp穐
ぬ
榔
ね
0ば
(曇
銀
饉
I′
相
議
終
肛
椰
モ
p ttS榔
ぃ
癬
淡
慕
IIE憮
後
州
轟
雨
輔
塁
ぷ9S V量

|||ミ
駅
鰯
鳳
Gミ
QJ
嗅

脚
#謳
添
番
量
緯
円
脚
出
い
Ю
Q'総
S榔
い
篠
′
」
黙
後
凝
懸
報
酬
後
|ICCIQ委

駆
瓢
騒
司
Sい
。
判
里
終
ふ
樹
い
嗅
鰻
ぐ

ぶ
雖
凝
毬
脚
翼
州
固
涸
い
絆
J判
塁
終
Ю
Qp緞
ゃ
邸
、
′
J嗅
゛
Q覇
眠
測
JV螢
鞭
憮
Q椰
卿
E締
気
脚
因
Ю
司
羽
(量
庁
蠍
黙

セ
期
べ
b製
駆
Q響
懸
量
熱
Q′
劉
ν
樹
p凝
氣
Q鯉
畑
ギ
塁
窯
R部
Jミ
S測
頃
゛
Qp倫
心
部
枯
0

1く

′
駐鷺
駆
rl世
ど
趣
ドく
く‖
諄く
無 Ъ
盛ミ
雌 赳
Q彗
≦
興S足
03V

雖
駆
星
OSV

雪
晨
‖
+や
き
側
曇
駆
壼
1=回
Q轟
中
巡
軽
目
鰯
鳳
曼
無
い
瓢
曇
製
廻
lml l+攣
肛
v銅
JI鯉
|十
ぺ
lmR霊
′
響
快
銀
懸
(製

塁
銅
ヽ
岬
袋
懸
禦
割
司
」
VQ9ら
い
綿
腰
駆
目
+攣
Eu輔
J目
十
日
陣
ilRE Q ttelVJポ

坐
撃
懸
べ
攣
|||十
日
lmR軍
脚
涎
鵬
殉

建
都
Jミ
Qp雖
叫
露
椰
器
CMき
側
緊
劇
′
海
国
尊
軍
騨
Q禦
幽
N撻
拳
Ю
N羽
(越
嶽
中
却
陣
ね
Ю
<べ
駆
抑
跡
報
´
鰹
罫
蹄
漱

騨
量
O rtJ部
JV壼
1藻
凝
緊
脚
釈
州
D VlR畑
ミ
に
J製
継
終
ヽ
銀
p tt S弼
ね
0

騨ぐ虫胚虚

・鶴∫　く申

”〇〇＝〇

Ш幽Ш　　回〓駅Ю鱗田黒盟　ｏ紳

晋
晨
||十
へ 〕
辟
畑
製
駆
梃
鵬
懸
駆

(朴
週
十
霊
)

ぐ邸一ＩⅧ‐
酬＝�Ｗ潮川劇判＝明

（
（ ―叫■岬――――「�Ｉ
図
‐帥

脚輻騨一　　　　　　　脚　　　　　脚　帥　脚　回　̈　　　̈　剛　　剛

愈
 1縫
椰
撫
剖

|′
 1理
露
墨
椰
無

峡
 
加
 
鰤
 
拙
K

回
響
椰
鼎
釧
霜
翻

11′
べ
柵
S堅
鰤
射K

蝶
小
日
博
墨
鰤
潔

回
響
跡
無
α
t
tΦ

朴
選
椰
鼎

‖
′ 1騨
料
遍
鰤
器

回
′
《
狐
0撫

師
 
ミK 
跡
 
撫

目
′
<べ
駆
璽
跡
撫

鐸)叶

1(′
‖ lく ロ 墨
 
冊
 
熙

選
 
師
 
撫

颯
《
ψ

脚
憮

|

橘



響φＯ召〇

哄　歴　虚ゃ回図回　回月駅Ю賠鶏黒田

雷
黒
11+や
#側
曇
駆
Nぐ
QttD V曇

駆
隅
憚
懸
量
《
QttS P穐

S樹
い

曇
  
駆
  
黙
  
憚
  
懸
  
艦
(雪
黒
||く
′
|||′
|IH黙
側
)

組
1卿
珈
K駆
興
熙
1脚
剛
駆
趣
く
熙

1陣 嗽釈
|『
墨
  
‰

郷
  IIIE  

瓢

脚
く`Ⅸ

ぶ
園
潔
誦
瓢

漱
製
こ
爛
剛

枷
′
姻
刊
終
剛

咄
熙
調
終
瓢

細
潔
則
巡
瓢

沢
抑
暉
理
機
(

鰤
 
照
 
劇

嵐
  
③
  
運

牌 鮮
鋼
譜
:器調

r∞
γ可

―

|

r∞
剛
1

馴
η岡
円

|||′
000′

||‖
′
000′

|||10′
000′
000

蜘剛蜘酬帥剛鰍織帥

鰍岬聰帥劇畑鰍蜘

０‐‐‐―

馴畑――１０側騨剛噸ロギ

剣叫州州州―く‐‐ ―

‐＜‐‐＜ ‐司鋼‐判

蘇響燎酬釧組Ⅸ畑旧　Ｋ

押‐―――――相照嗽Ｒヽ

ぼ　＝　側

111′
000′
000

1(0′
000′
000

111く
‖
′
000′
000

11′
000′
000

《‖‖ ′
000′
00q

‘ ―ＩⅦ劇Ⅶ酬「副Ⅶ酬＝

――――

‘́ ――到

‐′ ―ＩЧ酬Ⅶ＝酬Ⅶ

||夕
lll

ll′
||‖

1′
‖
‖

目
llタ
ロ
‖
|

||′
‖
1岬

甲
′
|(‖

llく
′
01(

0′
||

0′
|||‖

1夕
R晨
岬
′‖
|く
′晨く

ll
100′
0

(市
昌)型

K圧
ビ
|く
丼Π
くヽ
 111′

||l11ハ
ヨ
EEに
く
にく
甲悧
El刹
灘
湘
Q l押

′
1111押
′
〇
〇

N′
 1歯
趣
く
鯛
塁
OSV°

田
晨
||+押
よ
畑
QI士
趣
く
ぐ
壼
此
爵
К
く
曼
せ
い
黛
鼠
Q凝
も
鵬
出
築
総
§̀
購
畑
細
尽
蝙
S翼
州
聡
慕
Q趣
く
脚
終
Jや
Q懸

111′
000′
000

1111′
000′
000

幕ぐ蝶騒虚．田製ｍ　　ｍＨ∞駅Ю鱗∞Ｑ口終田　［瑯

壼
製
黎
摯
|く
樹
pQO終
袖
駆
鯛
ρ
ぐ
Q部
JV撃
懸
壼
べ
攣
図
キ
1く
lmREptts樹

」
v普
よ
埋
趣
く
味
権
熙
河
理
や
十
日
lm

RE越
ポ
J覇
′
目
導
利
終
OV典
S特
`い

°

迎
く
期
熙
1趣
<ぷ

1趣
く
薇
回
1駆
姻

100′
000′
00d

lV…
uり
∪
∪

1

1001000′
000

‖
0'000′
000

101(′
000′
000

110′
000′
000

||‖
′
000′
000

|

脚
幽

ぐ
橘
晨 目
K′
000′
00α

|

駆
翻
即
!曜
鴇

ミ

胆
く
氣悩
田―　ミ

硼
駆
|=迦
W'く

'(暉
野
駆
毘
迎
郵
)

∞
′
凝
ltu里
OSW°

雪
黒
||+く
よ
111駅
K隅
椰
量
典
螢
Ю
雖
押
綴
慨
量
ヾ
OttS P tt 

Ю

曇會 鰭響∫ 備 駅ず
| <v《
授
4種
駆
聾
蠅Ц
く

'
譲
遜
需
悧
駅
◇

製
駆
樫
趣
瓢
◇

く
べ
授
亜
駆
聾
瓢
翻



象φ〇召
中
0

41    
響

毅
   
墨

樹
    K

業
   
築

皿
 
編
 
掛

ヽ
ゝ
二
ヽ
辟ヽ

奪
冨
駆
ぐ

○
||、
目
|||や
駄
|||や

目
○
′
ぺ
○
|1駄
く
|||

IHや
べ
′ lべ
〇
博

|く
Щ

や
Oく
E

圏
‖
〈 E

II I係

目
目
|ド
ギ
|||OE 4

騨ぐ蛾騒戊田幽ШШ耐∞駅Ю諄め斜僻田肛

目
′

押
′
瀬
  
卜
  
も
 
ヽ

ハ
J雪
晨
||+や
き
側
Q卜
午
野
Q雖
凝
饉
Q遜
黙
司
雪
黒
‖
+く
よ
畑
瓶
膠
雨
輔
Q条
螺
塁
OSVこ
縄
罫
冊
JJbミ
Q ptts

都
い
篠
晋
黒
||+や
貯
掘
更
典
SV量
K伽
倅
Qべ
置
越
製
瓢
い
蹄ヾ
塁
→
S曇
鏃
諷
量
磁
R麒
製
里
瓢
SJ樹
感
ミ
理
曝
″
田
晨
||

+く
せ
盤
銀
蜀
Q卿
珈
後
隠
便
慟
嗅
Ю
 Q PttS都

い
後
′
終
曇
Qミ
樹
頓
ミ
曇
壼
ぼ
司
J Vρ
ttQ凝
洒
理
鱈
聾
欄
終
仰
駐
綽
後
困

Щ
鰯
鳳
量
計
謳
中
嶽
Q(褒
倒
Qミ
0榊
艘
中
叫

'総

S榔
JV肛
胆
量
ぐ
ぶ
望
糞
瓢
殉
農
民
Qp櫓
S榔
い
篠
′
総
V樹
p藁
Щ
駆

お
OЦ
耐
終
こ
鋼
事
司
こ
ぶ
択
塁
J‐6S雖
凝
諷
Q翌
1l Qミ
Q鯛
剌
Sミ
Jミ
S判
像
拳
Юヽ
終
p緞
S榔
い
°

´　　

″「

H雪
晨
11+や

貯
畑
唱
縦
鰯
鳳
懸
羅

く

申
卜〇〇召〇

1珊
尽
卜
鳳
騨
迎
員
卜
鳳
邸
唱
葉
f― D鳳
騨
嘔
業
卜
蝋

星
鞍
林
Ю

釈
冊

［蜘

ゝⅨ　眠　眠　賦　Ⅲ　螺　Ⅸ　爛　躙　川　釧　照
　
‐‐‐‐‐‐

　剛

Ｎ¶「一
‐‐

一
‐‐
引「淵「川Ч

′‐・ ―珊川刊―
¶１一 ――
硼「引「冽「―‐
¶刊

く　　

‐‐‐――１０１＝

‐‐‐０１　１＝押　

０
０

褐
|′
蝶

羽 Ш  
姻
  
黙

璽
運
毘
馬
Q継

11′
響
択
さ
さ
H―
趣
黙
こ
◇

111′
ぐ
ぐ
潔
Ⅸ
擦
判
築
く

目
′
愈
即
◇
Ⅸ
駆
即
翻

目
′
運
眠
薬
Ⅸ
訃
黒
棄

→く
′
日ヨ
性豊
‖ 《
謝
く‖

押
′
怖
   
盤
   C

く
′
緊
   
く
   0

べ
′
堅
   
網
   
ぐ

10′
濠
   
響
   
く

‖
′
哄
       

駆

騒
 
く
 
ぐ
 
蔽

騨ぐ虫騒虚、　Ш幽Ш回Ｈ∞駅Ю諄め銀口終騨」∞¶



ヨ
侭

凛
1 湘

卜
凪
懸
1理
員
卜
颯
邸
1暇
潔
卜
凪
轟

側絆

ll′

111′

図
′

目
′

1く
′

押
′

く
′

ぺ
′

10′

11′

|||′

1111′

1目
′

幽ぐ瀧ト

瓢瓢瓢側側剛瓢瓢撫
〈

剛劇剛◇瓢

調

1日
‖

1111目

目
11‖

H ll

ll101(

日
早

‖
||く

100

1目
ll

籠哄

く`
L

帥
1照
 
翌

引
   K

郷
  
個

憚
く`Ⅸ

状
i園

K 
製
 
駆

製
 
淵K 
遡

機
   
製

垣
 
編
幕櫛駆

志 諾
覇

配
霊間　駅　酬　棘　К　蜘　鍬　嗣　
０００　釧　欄　
０００　翻　
０００

捌鍬蜘鋼帥側収剛用蘇鯛

――‐―

総硼

眠Ⅲ＝駅蜘Ⅲ

ｌｌ‐‐‐．
関＝く　

１０１‐眠

ぶ

1ば
ヨ 紀
網

爛巡削

K‖
′‖
R‖
燎
日‖

く
目
‖
|′
|‖
|||

1(晨
く
′く
||ミ
′
1111く

|1晨
く
′岬
||‖
′
||1目く

押
甲
′
1(01(′

|||‖く 巴

目
′‖‖‖
砲
‖

目く
′岬
く
く
岬
ギ
||

||‖
ミ
′
||1目
′‖
1011

1111′
|く
押
′000

1′
ll‖
晨
′
R‖

|

1く
′
|||く
諷
′押
|||||

1岬
′
RI目
′鳳
llく

く
ll′
日
‖
10′
ギ
1111

‖
1目

´くく
甲
′岬
01(

11‖
目
′目岬
0′
く
|1目

‖
′晨
‖
|く

′
|く
‖

1´
||||1甲
′
1(目
目
′
10日

|′
‖
|I II′
|||(0′

I I11(

|||‖
く
′目く
|(′
目
|||

11(||′
01押
′
|(0や

l「
0110′
‖
|1押

′く
lll

ヽ111゛

1111

‖
‖

1‖
く

|‖
1目

l llく

1目
岬

l目
||

‖くく

‖
ll

ll(1

1111

11111(

11110

1目
‖

騒
 
調
 
ぐ
 
編

‖
|′
|1押
‖
|′
く
早
R′
目
0日

剛
¶
r酬
{

W器
鋼

|

『
ギ
刑
′く 釧
′く
酬

|

¶¶　く　申

∞輌〇召〇
=だ

Ⅲ脚薇回回目的眠Ю鮮ヽ∞Ｎ口終盟 騨ぐ蝶屡虚騨ぐ虫際虚

冒
黒
||キ
押
#掘
唱
縦
中
鯨
直
皿
試
凝
懸
超
識
需

職
薬菓
震覇
運訃

□
皿
枢
■
く' 1怖

盤
◇

|

卜
 
紙
 
熙

」く　　申

φＯＯ召〇

1目
′

1(|||′

1′

1押
′

|10′

‖
く
′

眠＝　択　＝　劇　　　　１　　１　　副

回腱Ш　　回Ｈ∞駅Ю鱗∞∞口終田　Ю瑯



。がｋ　中

〇〇召召〇

1築
凝
懸
超
泄

雖
   
継

和
 
鯛
 S

NII涎
塁
帯
Ю
継

饗
像
凝
慈
鮮
意
黙
と
期

邸ぐ

目
|1目
′
01く

I・H′
〇
押
目

目
H園
′
1く
コヽOρ
 O押
国

|||ペ
ロ
′
○
○
○

国
く
○
′
目
1く
||′
○
○
○

1く
ぺ
′
○
‖
押
ρ
01く

‖
′
○
押
目
ρ
lく
目
目
′
|ll1 1く

(

(llOρ
国
)ゝ

(||○
′
目
ゝ
)

(           )

(押
1ギ
||ミ
)

|(|||′
|||ミ
)

|○
Oρ
 O＼

)

翻
網

聯ぐ虫磨虚皿幽回　ШＨ∞駅Ю鱗∞留終田

、

ヽ

一

轟
」像
ト

騒
わ
縛

∞
 
晋
晨
||+押
き
赳
奪
翼
伽

鰯
嶽
懸
羅

慾蛤く　中

機０一０一

騨“虫歴虚”

○ト
ー繁
卿暇¨

潜ぬ饗

尽司Ｑ

湘○鳳
暇
業
卜
紙
轟

）口像

‐
劇
―
蝋
‐
網「酬‐
酬「
１００‐―
刷
―
‐‐―‐‐‐‐＝
劇劇
１０‐‐‐
１００‐‐劇
明
‐

耐‐‐明
ｏｏｏ ‐酬翻＝判劇劇柵洲判鯛劇珊

ばばⅣ朧願‘げ�Ｍ∬紹鰤　鰹

岬　１＝１　１１００畑棚　岬

ｒ　　ｒ　　　　　　　　ｒ　鰹　ｒ　　　組

悧嘲
沢

.酬Ⅱ
覇
墨
輔
◇

稲
朴
螺
昼
瓢
ぐ

朴
1部
却
趣
駅
昼
瓢
翻

蝶
欄
駅
撫
朴
1が
翻K駆
瓢

量
 
選
 lII 
撫
 
瓢

筆
駆
欄
翻

抑
li―
饗
標
駅
遇
肺
無
瓢

群
柳
職
K職
翌
椰
縦
Itu

虫
欄
■
X tt S ilM鼎

瓢

総
 
圏
 
冊
 
器
 
瓢

眠
唱
鷹
刑
冊
来
瓢

回理田回Ｈ∞駅Ю諄∞ヽ岱縛�」　卜ヾ

短亀
争



∞♂ｔ　中

“一一０一

師ぐ吐膵虚．Ш脚」田回Ｈ∞駅Ю＝ゝ∞∝颯卜田

・　

」塩

一一

田
黒
llキ
く
せ
側
州
経
Ⅲ
輔
邸
幅
(E饉
縦
ポ
剌
墨
わ
琳
NKIE和

)

く

|′
蝶

燃

.        1玉
馴
陣
浸
淋 搬
ざ基
雹
縛
側

財
欄
咆
1

‖
′

‖
′

図
′

目
′

1く
′

押
′

|く
′

ぺ
′

10′

‖
′

枷
  
姻
   
黙

璽
爆
毘
拓
呻
黙

製
R潔
趨
絆
趣
鷹
と
◇

ぐ
0無
緊
慈
欄
響
く

嗽
即
◇
Ⅸ
駆
即
◇

駆
眠
棄
Ⅸ
‖卜
覇
薬

□
担

|ば
ヨ
ぐ期く駆

騒
 
く
 
く
日 
幅

剛∫ Ⅷ ∬器
鋼
冒
 
軍 需
調
′
Ч  
∫

Ⅶ  
∬

品
編
襴
 
‖福
  1釧
知岡
劃 
‖1   1贔

辟器
¶
測
  1温
琳∫淵

Ⅷ
器

盤く靭郷

怖墜鼈黒盛

H器
躙
翻  
銅
棚
咽  
鷲

詰 琳 W瀾
1 
唱 増器1101  

器
100′
‖ 仰
|′ 曰く刷
 
‖ ′く
∬穏
増樹
測  
ぷ

副
知
Ю η甜
嗣
謂 器
謝
1燎

バ
器
|‖
北‖
| 
‖

¬
■
:｀

くIIIP

一０一一一

|||

に　
剛　Ⅸ　圏　Ю　硼　蘇　融　駅　田　馴　Ⅲ　Ⅲ　剛．　
Ⅸ

鱗鱗一

脚隊一

閥団一
一　　　　　　　　　　　　　１

騒一ぺ一

翠硼輌●欄刷哺哺側司

鋤一騒一囃剛剛蜘蜘輻剛帥剛陶剛脚脚剛　柳

十一　一　　　　　　―

晨
11

盟一ぐ一
瓢　瓢瓢

1′
欄

11′
蝶

111′
鰤
』
照
翌
趨
駆

図
′
引
   K   

瓢

目
′
郷
   llIE   

剛

1く
′
まざ
く`Ⅸ
求R国
駕
副 ぼ
穏肛

ギ
′
ぶ
 
製
 
鯉
 
朝
 IRI

く
′
幽
鼎
鰹
巡
瓢

ぺ
′
凝
   
劇
   
瓢

10′
堀
蔽
駆
畑
瓢

‖
′
幽
   
椰
   
瓢

111′
ぐ
   
駆
   
瓢

1‖
′
瀧
Ⅸ
ヨ
ぐ

1目
′
ト

師ぐ吐騒虚”皿理回　　回認駅め鱗鶏黒田　ｏヾ

」「ルヽ一

怪
 
ヨ
 0 
権



8
年
ダヽ
trく

Ю
習
晨
‖
+く
#側
細
尽
雨
鳳
蒸
皿
展
凝
懸
【
識
謳

湘
轟
卜
紙
騨
回
置
Ⅸ
ヨ
◇
怖
盤
◇

ヾ
Q運

薬菓
眠覇
週肺

申
一一一一一
騨ぐ虫膵虚．

欄
 
くK 
剛

吐
 Lh 
瓢

帥
』飾
漑
退
瓢

刊
 
終
 
瓢

轟
 IIE 
剛

樽
く`Ⅸ
ぶ
園

赳
網
瓢

賦
鯉
睡
爛
瓢

側
辮
鰹
返
瓢

慈
 
欄
 
側

堀
蔽
謳
畑
駆

咄
 
椰
 
側

“

駆
瓢

N調
◇

卜
 
盤
側

卜
凪
鍵
懸

卜
颯
運
鞍
い

Oヽ凛
螺
雨
0

1鰤
知
K�

llKO′
‖
1岬
1(′
1(1甲

1(′
0111′
R‖
1(

|′
OKギ
′《
|||夕
II押
0

岬
0‖
′
11(‖

′
ROIII

‖
1目
11′
ギ
II‖

′
|‖
1(

10く
′
1(|10′
|110

岬
晨
|||′
11く
|||′
0く
1(

目
′岬岬
0′
000

11ド
晨く
コ
′
1(00

1押
′
0日
||′
1目
‖

11(0′
I KIII′
目
00

11‖

′く
1(0′
目目
||

1′
000′

‖
|′
く
岬
目
′‖
01′
く
目
||

＼
100′
C

甲
目
′晨
RI

lllllll′
1111‖

|

1日
早
′く
く
1(

||‖
|||′
|1011

11岬

′
1(|く

目
1(目
′く
llll

ll′
1(||1目

|||(′
l101

目
′
0目

|

|′
‖
|1目
′
Oll早

I躙

Ⅲ田＝目帥　　　　＝　副

側佃脚剛剛麻駅　　　　０００　岬は

側脚嘲躙照駅帥　　　　螂　酬

ｒ　　ぐｒ　ｒ摯ｒ　ｒ　　　　　　　　　　　　ｒ

000

Ⅸ

０
０

ⅢＯ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅲ牌

ⅧⅧ照Ⅷ卸　卿朧

細�１００照聰К岬岬

帥

‐‐１０‐‐―騨

瞭　押

Ⅸ　側は

‐――＜‐‐―判

卿　＝収　＝　曲

０００剛

０００

０００

０００　　　　

０００　

０００削

山田細

‐―１０綱　　　　

０００　ｍ

1目
′
01く
′く
1(0

111′
||‖
||′
000

KII′
く押
早
′ギ‖
目

1岬
早
′
1目
‖

嘲欄珊
出鷺
1岬
1

回幽皿回Ｈｍ駅Ю鮮）∞Ｎ口終田

‘́　´

い〉ぐ　　中

い０一一一

騨ぐ蝶騒盛ゃ田製ｍ　　回Ｈ∞駅Ю鱗∞圏終田　ＨЮ

騒　曇

凝
懸
超
識

S
翠 E  tt  S

�
涎
塁
蝙
Ю
S

製
快
凝
墨
鮮
I意
枢
む
ぐ

緊
   
根
   
鞘

ll lペ
ロ
′
べ
○
○
'1く
○
111

111ぺ
図
″
や
く
|||″

1く
○
|||

||

||く
′
ベ
ドD

IIく
′
ぺゝ
)

一―
)

1く
く
′
目
)ゝ

‖
′
やヽ
)

○
○
′
○
＼
)

べ
||||′
目
く
目
′

||1押
′
|||ベ
ペ
′

||11く
|||′
や
く
目
′

○
○
○

く
く
目

||1目
押

く
園
国

((((((|



り
 
雷
晨
‖
+く
よ
側
奪
諷
《
市
湘
縛
鰯
鷲
懸
謳

圏卜く　　申

摯“

Ｎ争ｂ、、

叩
蔽

圏
黒
‖
十
く
鱗
駆
湘
尽
卜
鴎
邸
 1 
田
黒
‖
十
押
鱗
回
湘
母
卜
鳳
邸
‖
十
ギ
選
・掘
卿
|○
○
司
ぬ

ν
‖
+く
鱗
回
③
響
ミ
冊

騨ぐ盛騒虚皿理回ШＨ∞駅崎鮮）∞料熙騨一

沢
馴 E欄

墨
輔
ぐ

戯
■
鯉
専
駅
◇
則
と
癖
鼎
瓢

稲
 
朴
 
駅
 
墨
 
瓢
 
◇

朴
郷
翻
置
駅
墨
駅
翻

虫
欄
Ж
縦
朴
式¥駅
剛
ily

置
 
置
 
鰤
 
来
 
瓢

震
唱
羅
刑
iII ttk瓢

抑
十
饗
熙
瑯
墨
腑
辮
K瓢

事
`・ ME 
tt K駐
響
癖
鼎
K側

蝶
捕
手
《
瞑
ぷ
癖
撫
瓢

釈
 
�
 
椰
 
縦
 
瓢

10′
000′
000

‖
|||′
目00

回
II早

′000

11′
||(日
′
ll‖
0

‖
′
Rギ
|′
1(く
||

1岬
′
l100′
000

く
‖
||′
000

1′
岬 晨
1(′
く
01

1111′
|10押
′く
回く

目
‖
IR′
‖押
目
′
l10く

‖
‖膊
′‖ 目く
′目
|1目

IIく
||′
KII‖

|

棚　一

駅　一

lく
′000

早
′000

11′
00日
′
|100

11′
‖
|ギ
岬
′
|1目
||

l‖
′
000′
000

111111(′
101

11夕
‖
1(0′
001

‖
0′
く
|||′
ll10

11(目

′
1(|‖
′
l100

11目
‖
′
ll目
‖
′く
1(R

1く
0

1(′
|1目
く

|ギ
|

1‖‖
ギ

1‖
ll

押
||

10‖

|11(早

|||ll

卜
 
田
晨
||+押
よ
側
′
田
黒
||キ
く
よ
側
雨
嶽
墨
陣
雷
椰
照

(朴
週
 
十
肥
)

舒絆ぐ　中

卜一一一一

騨ぐ哄歴理

趨
簾

輔
縫

邸
‐一Ｆ
脚判∩

‖
押
鱗
狐

珊
尽
卜
嶽く

繁鳳日

畷
葉颯鶴

畷
Ｅト

|′
藝
Щ
鯉
ヰ
瓢

1秘
藝
Щ

ぐ
報
椰
縦
藝
Щ

中
郎
Щ
く`藤
叫

虫
欄
朴
古が
藝
Щ

椰
溶
轟
撫
藤
唖

11′
最
脚
F′
欄
颯
静
輝

晨
藤
唖

111′
1嘔
く F騒
週
響肛

睡
鯉
Ⅸ
卿
態
棄

報
肛
棗
く
日
黙
こ
翻

虫
駆
巫
興
ぐ

恭
欄
遮
欄
颯
硼
朴

瓢偽
欄
』
櫛
Щ
幽
朴

瓢醐
縦
椰
Щ
幽
朴
瓢

翻
牌
駄
欄
瓢

l

1′
1川
0′
Kく
剤

|11(目
′
II 1 1(

11く

′早
1目

11押
′
lll《

lllく
′‖
‖
||(

1(111′
R日
||

11′
11く
0

日く
0′
く
1(ギ

lll′
ミ
‖
lll

目
||夕
lRI

10日
′
l1011

111′
ギ
K‖

岬「
舶
‖

KOK′
|‖
く

||く
風
′ミ早

|

‖
‖
|′
K10

1日
早
′晨
1(||

||ミ
′‖
‖
lll

l‖
′晨く

||

Illlギ
′岬
1(1

10早
′
|く
早

1(‖
|||′
1(||||

‖
|(′
01(ll

く く
‖
|

く
′く
llく

||′
‖ 岬剥

1鯛
‖
|′
目
KI

‖ 目
‖
′‖
押
0

目
K′
0‖
‖

目
ll′
|III‖

|

|101(′
く
|lll

く
01′
ギ
ギ

11′
鞠
押

ll‖
目
′く
0押

11111′
llく
目

目
ll′
颯
ギ
ll

llll′
ll熙
く

|(く
||

く
1‖
く
′早く

|

|||‖

′く
目《

1目
′
fく
R

IK′
く
‖
11(

岬
く
′く
ギ
1(

く
 Iぼ
目
′
ll‖
||

1′
ll晨
||

ミ
|lρ
 l‖
押

R′
く
ギ
|

く
   
く
′
|(岬
目

ll‖

′
0‖
1目

10′
晨く ‖

1‖
′‖
|くく

‖
′目
110

11′
‖
1目
0

く
目甲
R′
‖ ‖ ‖

回日
′‖ く‖

ギ
′
1(く
鳳

く
′早く

||

‖
||′
llく
ll

く
 llや

||′
11(ll

l′
||‖
lll

lllく

′
||1早

く
     
‖
早く

く
  1‖
′回
llく

‖
1(′
くく
岬

曖
′く
0‖

111′
く
||

||′
目
II

く
 ll′

||ミ
|

1‖
ミ
′‖く
目
|′
||11く
′

1ミ
ロ
′くく

‖く く
′
IK‖

‖
‖
′早 帥

|

‖
目
′
01‖

||‖
|く

′目
|||

||‖
1早

′
1(‖

11′
晨
く
||

llギ
‖
|′
011目

e早
′‖
||||

K‖
|′
く 目
||

‖

′
ll

川
||く
′
1く

|

101′
卓
II‖

llll′

目
||′

|

1011′
ギ
1押

く
0晨
′押
岬

11′
靭
押

‖ 椰
|′
K晨
ギ

1111′
‖く
目

目‖
′晨押‖

llく
′岬
‖
|

||‖
く
′10K

くく
|||

日 目
′く
‖
|‖

1目
ll′
|||く
‖
|

川
1知

|‖

制Ю　ＫЮ＝１燎＝＝曲

Ш腱Ш

‖
10′

|1目
|

l′
|III‖

‖
′晨 ‖
|‖

‖
′
1晨
早

lll′
1(01

目
0′
‖‖ 早

‖
10'I11(1(

lllR′
||く
く

回駅鱗
・

tt_

田

ll

1目
0′
‖
1曖
‖
|

1‖
′曖‖

||
‖ギ
′
|11く

登
塞
 
正
く　　　く　　　　　く　　　く　く　く　　　　　く　　　く

―
・‐‐′ ―明―＝劇「―
一
‐‐川酬「‐酬「‐酬Ⅶ‐酬Ⅵ‐
ノ‐‐Ⅵ‐耐Ч‐酬Ⅶ‐酬Ч‐
一
‐‐‐ョ‐‐ゴ‐‐翻『‐

I｀

一

―

一

    

―

―

―

 
一
  

―
一

―

一
―

一

―

一

 
一

一
―

―
一

一



―「『明明明り咽明り「叫―

Ｋ＝１１＝ＫⅢ梱蠍Ｋ＝

く　くく

ｏ‐‐て ‐

くく‐‐‐ ‐劇

＝‐０ １副

く‐＜‐‐‐ ―州州剣明Ч劇「

―

―― ―「

ｏ‐ １ １川＝川―間Ⅵ測Чゴ

ーーーー

‐
ＩЧ

（
ＩЧ‐‐‐

―
ＩЧ

・‐ ―川―――

‐― ―「―

Ⅸ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅸ

劇

剤劇畑

ｄ　判

旧

　Ⅸ

|III′
く
早く

111′
く
111

11111′
111目

‖
|′
0110

11く
′く
目
||

1011′
KIミ

晨
‖
lll′
目
‖
1目

|11(′
0目
0

|ギ
||′
岬
や
1

11‖
′
1甲
甲

lK′
‖岬
0

11早
′
||‖
K

晨
′目く
‖
|

|10′
岬ギ
ロ

‖目
|′
KK早

|′
0く
目
′岬
早く

1111′
|IR目

ll‖
|く

′岬
目
K

‖
110′
目
‖
|||

||ミ
く
′
1(ギ
‖

甲
′
||||く

||′
||1目

l‖
|′
1(||く

目
′岬
目
||

‖
′く
晨
|

lK′
illl目

11′
‖
晨

||′
OK

|||′
||||‖

1′
|1早

|

l‖
|′
晨
‖
目

|′
I11(目

11′
目
||‖

|

||||′
||||く

1颯
′
ll l ll

10′
目く
目

く
 
‖く
|′
0‖
|(

Ю酬―――ＩⅨⅨ 蜘照眠卿帥蠍網は

酬網司ｏ‐ｌｏ ｌ可可

―‐‐‐‐‐ ‐州川明「ＪⅥ

梱相欄早酬

――ｌｌｌ ‐ⅨК眠暉眠　剤

駅
糊
埋
酬
駆

吐
欄
潔
網
鯉
廻
IRII

鯉
ヽ
国
憮
瓢

単
ポ
侭
卜
遮
瓢
悔

貯
ヱ
駆
即
ぐ

中
  
③
  
選

図
′
回
皿
鰹
墨
瑯
遇
鰤

締
瓢

目
′
ぐ
漱
癖
縦
IRII

(低
輩
ヰ
側
)

1く
′
騒照
噸 【
要
KttK導
叉
選 【
響肛

く
沢
駆
璽
椰
熙
IRC

蛾
選
IIEこ
趨
瓢

ゞ
③
翠
1騒
こ
趨

駆

騒
 
ヨ
 
ぐ
 
編

崎‐ ‐
til

=く
Elt

騨ぐ蝶歴盤

||||′
岬
ギ

1(′
0011

1目
′
|||||||

1‖
|′
||||く

10岬
′‖
||||||

|く
K′
0‖
晨

|′
IIIII(′
目
01(

‖1回

ll‖
|

1目

K‖

‖

|夕
||

‖

く
 
岬‖
0′
01(0

rorЧ
皿壁皿皿Ｈ∞駅Ю諄め∝重終田Lilt

" ‐‐O trと
.

‐
  
ニ
イく騨《吐懸盤回騨皿　　　皿Ｈ∞駅Ю辞∞習終田　ЮЮ

∞
 
圏
晨
||+や
叶
畑
′
雪
黒
||キ
く
#畑
藤
Щ
嶽
燿
椰
憮

田
||く
′
回
′

|

1騒
藤
EЩ

蝶

3・
蝶

(最
冊
鴫
嘔
)

鰹

在

理

Q  
翠

EIl 
像

lllll 
器

Q  
翠

C+●

黛
 
要
 
“

 
編

蝶
1l I《

照
S

置
 
選
 
鰤
 
縦

釈
 
胴
 
側F 
鼎

選
:悧
唱
K駐
導
鰤
辮

郎
EЩ
く`癖
溶
眠
藤
Щ

1′
目 目く

1押
目|く

|′
|ミ
1(

|′
回
目く

|′
1押
0

岬
0く

熙
||(

RIl

‖
目
目

|||く

|||(

|′
目
1目

‖
風

||||||

10

1岬
|

|く

|′
|ギ
|||

ミ
‖
|

ll lll

111川 岬

|′
0く
ll

押く

|夕
|‖
1目

畑＝州靭＝ⅨＩＩ１０Ｋ騨梱＝――　収＝

押
|||′
10押

癖　鰤

職　や

巾
（Ｎ）

‖ 卓
|| 
く
0押

ll‖
  
甲
1(

lllく
目
0‖

|夕
|||1目

‖
 |||‖

|く

K‖

||′
10R

II‖

|11(く

|lll

‖ぽ
|||

1(ll

llll l

lく
0111

1′
目
||||(

ll l

ll日||

lll

l岬llP

鵬＝旧＝＝飽晨ギー　　く

くくくくく

||

K‖

回
|

l11(

川
回||

IIII

llll

llll||

（ｍ）

ｒｌｌくｌｒｋ　巾

lll(|  
ギく

1‖
| |‖

“細　Ｋ

川

|||(|||

く
打

|||(晨

|1目
||

1岬
‖
|

1く



‐H‐‐0

。Ю
‐い」、
中聯ぐ蛾騒曜回幽回　　回月ЩЮ鱗震黒田

採―　―　剤Ｋ＝　＝く目ＫＩ

，

く

‐

１

１１１１副「＝「Ｊ「劇――１

０
１１

１１ １ ‐「‐‐―――――――――――――

料
,

で

朴

貧）貧）ｅ）６）６）Ｆ）６）

′

幽
櫛
部
副
郎
Щ
く`

韻
 
畑
 
椰
 
唖

郷
llEE tt 
Щ
く`

製
沢
ぶ
国
椰
Щ
く`

ぐ
郎
椰
Щ
く|

く
鰤
椰
唖
く`

咄
※
郎
Щ
くК

ムさ  
藤
  
颯

嘔
計
朴
郡
(GШ
羅
)

眼
歯
羅
嘔
計
朴
郷

姻
 
鯉
 
郷
 
肛

■
  
朴
  
古さ

皿
ヾ
人い
総
朴
1部

朴
1部
癖
満
繰
Щ

蔽

||ll

l ll岬

目岬 目‖1‖

||‖

l ll目く|

10

ll′
lllllll

l(|10

1111111(

1 ′‖ ‖
|||

||′
く
|く

目
||

|11(||

押
′
|口
|

1目

111111

11111く

晨

ゾ
lRK|‖||

1目‖
|

‖
′
1(1(目

岬
目
||

||‖ぼ

1(

1′
ll‖
‖
|

||′
く
|く

目
目

|IKII

く
′‖
目く

目

甲
||

lll‖

||R

lR晨||||||

|‖II

|101

11111

1‖ll

||l

|||1目目
貧tO

||

|′
|||‖く

||

‖
||

一一　、´

゛椰

(盟
晨
11く
′
目
′ 1)

習
黒
ll十
く
叶
樫
州
膠
鰯
駄
れ
Jく
辻
憮
稲

邁
 
霊
)

摯

製　一一　ｒ　　　　　　　　　　ｒ

凶

Ш理Ш　　回謂駅Ю鱗震晨田　卜Ю

♂
て師ぐ臥騒t12

崚
 |

1秘
藝
Щ

(駅
叶
ミ
)

巾
脚
郎
Щ
く

`
(Щ
ttS)

郷
佃
郎
ⅡЩ
く`

(駅
肝
S)

巾
岬
朴
1き

(Щ
ttS)

肛
計
朴
古 ¥

(畑
Ш
羅
)

(Щ
ttS)

製
鮨
罪
肛
蹄

賛
醤
丼
s)

四
鯉
郷
胸

(駅
斗
∬
)

■
 
朴
 
古さ

(Щ
絆
∬
)



( 
朴
 
郷

(駅
丼
∬
)

畑
Ю
ハ∩
櫓
朴

1き(駅
丼
S)

諮
1き 腑
螂
藤

(駅
丼 ・S)

く 日  
襦 こ

(駅
丼
∬
)

０
０

０
０

０
０燎　

０
０

Ｏ　Ｋ　目　＝　　Ｒ

咽ＫＯＩＩ畑

‐――――　秋

釧――――釧Ⅲ改晨　＝

岬　　　　Ｒ　　　　０　　　　　　０

上ＷＩ劃刊―∩ １１１１中――

―い
矧
K

目
|夕
|く
‖
|′
‖
||再ギ 岨
]

がお＝轡一

|10′
IKく
′
011(

目
0早
′
R目
く

||1目
′
01(く

1′
|(|||

‖ 日
′‖ ‖ 目
′畑
|く

||′
‖‖ ‖
′晨 目く

|1  1ギ
く 目く

10′
岬
Kく

10早
′ギ
ll‖

ll′
‖
0早
′
Kギ
く

目
0゛
′曖
目く

|′
ギ
ll l′
く
く
|(

く
Kギ
′副
|||||‖
′‖
|1目
′
||‖
K
早く
0′
0早
く

‖‖
′早く
岬
′く
岬
目

‖
|′
0ロ
ギ
′00

騨　ぐ　嶽　騒　政　　Ш理皿　　　皿Ｈ∞駅Ю計∞Ｎ菫胎田

IR目
′‖
|||

＼
、

(糾
週
 
陣
R巴
)

8 
雷
晨
‖
+や
き
畑
゛
円
響
像
袋
巡
鳥
|ヨ

ギＦぐ　　中

“＝一一一
回一は一　回脚脚仰剛仰収剛颯御剣研悧押一

」超『―輌酬鋼調品漏皿酬鞠
．帥脚‐‐‐‐‐‐‐は

‐‐　　　　　Ⅷ　　岬剣　　夢嘲　　　‐

く
 
騒

|′
窓
眼
凝
趨
駆
泌

‖
′
田
黒
‖
十
押
せ
・
側
燕
駆
趨
墨
朧
郎
騨

O輩
盤
懲
濡
憲
難
邸
Ⅸ
3輩
ヰ
悪・
lE馬
呻
輩

⑤
日
Oこ
優
螺
沢
曼
壮
ス6饗

壼己
士い
くFO郡
悩退
越
彙二
人い
く ば
早 ヨ
響野
準 ミ

Ξ
鐸
墨
駆
即
◇
饗
ミ
星
壮
人い
駆
即
O製
ミ

○
蜜
側
く
日
諦
Q皿
壌
饗
ミ
毘
壮
人い
鯉
IRI

③
《
   
駆

O響
像
図
櫛
毘
lEKい
Ю
 tt IRI

OIEll製
せ
鰤
l檬
遮
J毘
図
Ю
優

OS
導
蟄
瓢
越
図
Ю
l騒
墨
辻
瓢
Q饗

○
妻
瓢
墨
辻
瓢
計
③
最
運
毘
拓
Ю
爆

◎
こ
優
悧
園
像
む
S日
越
塙
Ю
箪

Ott KIE tt 
Щ
 
く`幽
 
櫛
 
瓢

騨ぐ盛騒虚回図皿回駅鱗黒盟

ヽ　　　一″　鸞




